
普通にある
インターネット社会の

歩き方

2011年5月21日 阿久根建(株)



わたしのこと

脳梗塞のはなし



一昨年の一昨年の88月月77日日
　朝起きた。　朝起きた。
ブログを書こうと思った。ブログを書こうと思った。

↓

書けない。

寝たら直るかと思って
また、寝た。



20092009年年88月月77日日

夕方6時
居酒屋浩司へ行った

しかし、

なにか、ぼーっとしていて
本調子ではなかった。



墨田区の墨東病院へ墨田区の墨東病院へ

脳梗塞！！



左側の脳に穴が開いた左側の脳に穴が開いた

アテローム血栓性脳梗塞



原因原因

・高血糖症・高血糖症
・高血圧症・高血圧症
・高脂血症・高脂血症
・喫煙・喫煙

最悪の結果

生きていただけもうけもん！



失読失読
失書失書
失算失算

症状



言葉を忘れた言葉を忘れた

自分の住所が言えなかった。自分の住所が言えなかった。



字が書けなかった字が書けなかった

文書が書けない文書が書けない



拗音は拗音は
しばらく（今でも）しばらく（今でも）

書けない書けない



拗音拗音

きゃきゃ(kya)(kya) きゅきゅ(kyu)(kyu) きょきょ(kyo)(kyo)
ぎゃぎゃ(gya)(gya) ぎゅぎゅ(gyu)(gyu) ぎょぎょ(gyo)(gyo)
しゃしゃ(sya/sha)(sya/sha) しゅしゅ(syu/shu)(syu/shu) しょしょ(syo/sho)(syo/sho)
じゃじゃ(zya/ja)(zya/ja) じゅじゅ(zyu/ju)(zyu/ju) じょじょ(zyo/jo)(zyo/jo)
ちゃちゃ(tya/cha)(tya/cha) ちゅちゅ(tyu/chu)(tyu/chu) ちょちょ(tyo/cho)(tyo/cho)
ぢゃぢゃ(zya/ja)(zya/ja) ぢゅぢゅ(zyu/ju)(zyu/ju) ぢょぢょ(zyo/jo)(zyo/jo)
にゃにゃ(nya)(nya) にゅにゅ(nyu)(nyu) にょにょ(nyo)(nyo)

ひゃひゃ(hya)(hya) ひゅひゅ(hyu)(hyu) ひょひょ(hyo)(hyo)
びゃびゃ(bya)(bya) びゅびゅ(byu)(byu) びょびょ(byo)(byo)
ぴゃぴゃ(pya)(pya) ぴゅぴゅ(pyu)(pyu) ぴょぴょ(pyo)(pyo)
みゃみゃ(mya)(mya) みゅみゅ(myu)(myu) みょみょ(myo)(myo)

りゃりゃ(rya)(rya) りゅりゅ(ryu)(ryu) りょりょ(ryo)(ryo)



計算につまずく計算につまずく

かけ算かけ算
割り算割り算



体の右側に違和感がある体の右側に違和感がある



墨東病院を退院墨東病院を退院
↓↓

東京都リハビリテーション病院東京都リハビリテーション病院
へ通院へ通院



リハビリの日々リハビリの日々
（半年間）（半年間）



リハビリテーションリハビリテーション(1(1））

言われた数値を反対に言っていく言われた数値を反対に言っていく

出来るのだが出来るのだが
おそいおそい



リハビリテーションリハビリテーション(2)(2)

100100からから77を引くを引く
順にやっていく順にやっていく

最初は全然ダメ最初は全然ダメ



リハビリテーション（リハビリテーション（33））



リハビリテーションリハビリテーション(4)(4)

兎に角やったことを兎に角やったことを
いってみる、やってみるいってみる、やってみる

最初は全然ダメ最初は全然ダメ



今は今は

44ヶ月にヶ月に11度病院へ行っている度病院へ行っている



課題課題

思い出したくても思い出したくても
思い出せないものがある思い出せないものがある



語彙：ボキャブラリー語彙：ボキャブラリー

ヒントが欲しいヒントが欲しい
はじめのはじめの11文字だけでも分かればよい文字だけでも分かればよい

例：り例：り
↓↓

リコールリコール

これが出ないこれが出ない…………



クラウド・コンピューティングへ 

ITが普通にある時代



15年



インターネットの精神文化

自発性（ボランティア）
草の根（グラスルーツ）

開放系（オープン） 



ユートピア論
でしかなかった



キアスム図式（交差理論法）

分離→結合→再分離
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ITが普通にある時代



Web2.0 Web2.0 要素要素 MAP MAP

http://ceonews.jp/archives/2005/10/web20_7map.html



Web2.0 meme
１．Tagging
　　Social Tagging、つまりはFolksonomy
　　階層分類学としての分類ではない。
　　つまりユーザーの手で自由に分類するということ。
　　Flickr,del.licio.us（「デリシャス」と発音する）
２．Rich User Experiences：
　　直感的操作性　Gmail,GoogleMap,AJAX
３．User as contributor
　　寄稿者、投稿者としてのユーザ、つまりユーザーの意見が力をもつ。
　　PageRank,eBayのユーザ評価,Amazonレビュー
４．customer self-service enabling the long tail
　　ロングテールを巻き込むために、ユーザーが自分でできる機能を与える。
　　Google Adsense
５．Participation
　　Not publisshing，つまり出版のように押し付けではなく、ユーザーが参
加して作り出すコンテンツ。　Blogs
６．Radical Trust
　　信頼への過剰な期待。（笑）　Wikipedia
７．Radical Decentralization：
　　進歩的分散志向。　　BitTrrent 



クラウド・コンピューティングの時代クラウド・コンピューティングの時代

@Google CEO エリック・シュミット



クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング



クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング
は何を目指しているのか？は何を目指しているのか？

インターネット

…のようなもの。



クラウド・コンピューティング
は何故注目されているのか

クラウド・
コンピューティング

ユーザー側のニーズ
早く・安く・簡単に
PC・スマートフォン
タブレット端末などデバ
イスフリーで使いたい

コンピュータ環境の
進化
安価なブロードバンド
ネットワークの普及
モバイルブロードバンド
の進展
魅力的なモバイル端末の
登場

事業者側のビジネスのしやすさ

CPの高いサーバ
ディスク価格の下落

仮想化やスケールアウト　etc.



クラウドで何が変わるのか？

クラウド・
コンピューティング

PCが変わる
ネットブック
iPad

ソフトウェア
が変わる
パッケージから
サービスへ

データセンター
が変わる
グリーンIT
コンテナ型Doc etc.

ITビジネス
が変わる

端末が変わる
携帯電話、スマー
トフォンなど、モ
バイル端末の利用
が活性化

ハード
ベンダーの
ビジネスが
変わる
サーバー
ネットワーク機器



ブラウザーしか
搭載しないデバイスが　　

将来の形になる



しかし
変わらないことが

ある
↓

情報を発信すること



日本語で
考える私



IT化とはなにか



創造性を鍛える

「バカの壁」流にいえば

「脳内の一次方程式」

ｙ= aｘ 

aという係数＝「現実の重み」（養老猛司）

社会的知性=信頼＝信頼性（山岸俊男）

バイロジック　



情報が見えるということ

情報が見える能力（信頼の能力）情報が見える能力（信頼の能力）

情報を発信する能力（信頼性）情報を発信する能力（信頼性）

バイロジカルな知性バイロジカルな知性

共進化

共進化



バイロジックバイロジック

対象性
の知性

論理
思考

バイロジック

gh

f

h＝ｇ◦ｆ

ｇ＝写像

ｆ＝潜在的

ｈ＝理論的



対象性の知性

論理思考

創造性



情報を発信する

イントラネット

CALS

現場

現場

現場

現場

現場

現場

本社

エクストラネット

インターネット

IT化はここから始める

ITを使って、

自分自身のことを語ろう

「反省」「反省」



イントラネット

CALS

現場

現場

現場

現場

現場

現場

本社

エクストラネット
インターネット

ITを使った反省
「反省」

「経験」を振り返り、徹底的に「追体験」することによって、

そこで学んだ「智恵」を可能な限り言葉にしようとする方法

「反省」を通じて、そこで学んだことを言葉で表そうと極限
の努力をするとき、「言葉で語れる知識」だけでなく

「言葉で語れない智恵」も掴みやすくなる

『これから知識社会で何が起こるのか』　田坂広志（著）　東洋経済新報社　2003年7月17日

IT（イントラネット）を使って

自分自身のことを語ることから始めよう



イントラネットとは

反省の共有
の場



キアムス図式

工作の時間



イントラネット



負のフィードバック

円環

イントラネット
の

トポロジ―



一定状態が安定に存在する

例えば 自動操縦

負のフィードバック



キアスム図式（交差理論法）
分離→結合→再分離

ｂ
Fx(a)Fx(a)  FaFa-1-1(y)(y)

トリックスター

神話のアルゴリズム

Fx(a) : Fy(b)～Fｘ(b) : Fa-1(y)
：はアナロジー関係



キアスムのトポロジー

正のフィードバック



二つの実行パターン＝切ってみる

2分の1から

3分の1から



3分の1切断

「ひねりと3分の1切断」

繋がった輪が二つできる

リンクをつくる

本来の意味の
トリックスター



パロール（話し言葉）的に

外的連関（リンクはできる＝複雑性の縮減）

創発性が高い＝対象性の知性

リアリティに乏しい

統合連関 象徴

並列連関

ひねりと３分の1切断



2分の1切断

「ひねりと2分の1切断」

さらに複雑な反転を持っ
た大きな輪になる

リンクはできない



2分の1の輪をさらに切ってみる

さらなる2分の1切断

「ひねりと2分の1切断×2」

大きな繋がった輪が

二つできる

リンクをつくる



自己言及



観察すること
言語化すること

バルネラブルに表現する
こと

そして、つながること



ITIT化の化のトポロジートポロジー

中沢新一　『芸術人類学』：p91
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